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令和元年度 唐津市立入野小学校 学校評価 保護者アンケート結果 

 

師走の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととおよろこび申し上げます。日頃

より本校学校教育に対してご理解とご協力をいただき、深く感謝いたします。 

さて、先日、実施しました学校評価アンケートの結果を集計しましたので、結果をお知らせします。

今後の教育活動の充実に生かしていきたいと思います。今後ともご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

 

１ 学校評価アンケート結果 

 ◇ 学校教育目標「自ら学び、まわりと協働しながら、これからの社会を創りだす入野っ子の育

成」や３つのやくそく「①あいさつ②返事③はきものそろえ」を知っている。             

知っている９４％ 知らない６％ 
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わが子は、家庭学習をよくしている。

目安 （学年×１０＋２０分）以上

わが子は、友だちと仲良くし、学校生活を楽しく送る

ことができている。

わが子は、いじめを受けていない。していない。

わが子は、外遊びや運動をしている。

わが子は、「早寝、早起き、朝ごはん」が実行できて

いる。

事故や災害から自分の身を守れるよう、家庭で話をし

ている。

地域とつながる活動に参加させ、地域の中で出番を

作っている。

昨年度に比べ、入野小からの情報（学校便り、学級通

信、はなまるメール等）をキャッチしたり、ＰＴＡ活

動や学校行事に参加したりすることができている。
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よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない よくわからない



２ 考察（昨年度との比較など） 

項 目 考 察 内 容 

学校教育目標 

３つの約束 
（知っている９４％）随分周知されてきていることが分かります。ありがとうございます。 

①  家庭学習 

（よく・ややあてはまる：前年比－５％）家庭学習の目安の時間が学年ごとに違います。 

学習時間を意識させたり、課題の内容を工夫したりしていく必要があると感じました。共 

に再考していきましょう。 

②  心の教育 
（よく・ややあてはまる９４％）引き続き、道徳や集会等で子どもたちの心を育てていき 

ます。ご家庭でも家族団らんをお願いします。 

③  いじめ防止 

（よく・ややあてはまる９３％）家庭で些細な情報でもキャッチしたらすぐに学校にご相 

談ください。いじめを許さない集団づくりを進めていきます。学校でも未然防止、早期発 

見、早期対応に努めていきます。 

④  健康 
（よく・ややあてはまる：前年比－１４％）運動の楽しさを味わわせ、外遊びを進めてい 

きます。また、継続して子どもたちの健康増進のために声かけをしていきます。 

⑤  生活 
（よく・ややあてはまる：前年比＋５％）家庭での早寝早起き朝ごはんが定着しています。 

「子どもが作る弁当の日」の取組の効果も表れています。 

⑥  安全 
（よく・ややあてはまる：前年比＋３％）安全教育を学校と家庭の両方で行い、子どもた 

ちが自分の身を自分で守れる術を身に着けられるようにしていきます。 

⑦  志 
（新項目のため比較なし）地域での出番・役割・承認が確保できるように学習内容の工夫、 

行事の精選、地域との連携を図っていきます。 

⑧  情報 

（よく・ややあてはまる：前年比＋１％）保護者の皆様には、機会あるごとに学校へ足を 

運んでいただいており、感謝しています。情報発信や学校行事の在り方についてもよりよ 

くなるよう考えていきます。 

 

３ お子さんの学校や家庭での学習面や生活面についてのご意見 

  ご意見を紹介します。 

いただいたご意見 回   答 

【児童の様子について】 

先生や大人の前では、おとなしく、お利口だと思う

が、子どもの中では人の気持ちを笑ってたり、嫌なこと

をしたりしているようだ。でも、親が先生に言いにくい

ようである。様子を見てもわからないかもしれないけ

ど、大人には見えにくいとこがある。 

生活アンケートから子どもたちの自己肯定感の変

容や困り感を拾っていきます。 

学級担任はもちろんのこと、級外や出授業で関わ

る職員など、全職員で情報共有して、トラブルの芽を

つんでいきます。 

また、縦割り活動や交流学習など、集団づくりや指

導体制を工夫し、複数の目で子どもたちに関わって

いきます。 

道徳の学習を中心に心の教育を進め、いじめを許

さない集団づくりを目指していきます。 

先生方が気づかれていないトラブルがある気がす

る。いろいろな学年に目を向けていただけると安心で

きる。 

わが子はいじめはしていないが。見て見ぬふりをし

ていないか心配。 

たくさんの励ましや感謝の言葉をいただき、ありがとうございます。 


